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	（１）前回分科会議事要旨案の承認について
	（２）医療における放射線被ばくについて
	参考人として招へいした稲木厚生労働省課長補佐が、現在厚生労働省で検討している医療被ばくの適正管理について約30分ほどの講演を行った。講演では、医療法施行規則に医療放射線に係る安全管理について新たに規定し、ICRP勧告を踏まえ、正当化は研修を通じて、防護の最適化は線量の記録及び診断参考レベル等による管理によって徹底化されること、2020年4月からの改正省令施行に向けて準備が進んでいることなどが紹介された。その後分科会委員と意見交換を行った。
	委員からは、今回の改正の意図や研修対象と内容、患者への説明などについて多数の質問がなされた。また今回線量記録の対象外とされた一般Ｘ線検査でも線量が高くなる事例があることや、より効果を上げるための医学教育とのカップリングが必要といったコメントが出された。
	稲木氏からは、改正の意図は、線量低減ではなく、正当化と最適化の徹底にあること、結果、医療現場が線量やリスクを意識するきっかけになること、学協会が策定しているガイドラインが重要な意味を持つことなどが説明された。
	（３）その他

